
総合的な学習の時間指導案 

 

 

学習者  附属小学校６年２組 ３４名 

指導者  山下千春 

 

 

単元名 守ろう，自分やみんなの命！危機回避，防災プロジェクト 

 

１．単元の目標 

 防災のための安全なまちづくりを目指した活動を通して，地域の防災とそれに携わる人々や組織につ

いて理解し，自分たちの地域の防災の在り方について考えるとともに，自分たちの生活を防災の視点か

ら見直し実践しようとするようにする。 

 

２．単元の評価規準 

 

 

３．指導と評価の計画（７０時間 別紙） 

 

 



４．前時の指導（１／７０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 児童の活動 
○指導及び・留意点 ◎評価（方法） 

※支援を要する児童への手立て 
準備物 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

１．本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．３～５年生の時の学習活

動を出し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

３．それぞれの活動を通して

付いた力や課題に残って

いることを出し合う。 

○本時の見通しをもつことができるようにする。 

・３～５年時での総合的な学習の時間について，学

習してきたことや付けてきた力について触れな

がら，自分たちの成長を自覚できるようにする。

その上で，６年生でも新たに力を付けていくこと

を確認する。 

・７０時間という限られた時間の中で，どのような

力を付けていきたいかをよく考える大切な時間

であることを確認し，本時のめあてを提示する。 

 

 

 

○前年度までの学習活動について，どのような取組

をしてきたのか確認する。 

・各学年，各学級の活動内容を板書に位置付け，他

学級がどのような取組をしてきたのか分かるよ

うにする。 

・板書に探究課題の一覧を提示し，出された活動内

容を位置付けていくことで，これまでにどの探究

課題に取り組んできたのか分かるようにする。 

 

○それぞれの活動を確認できたところで，その活動

でどのような力を付けてきたのか，また，どのよ

うな点が課題に残っているのかを具体的に考え

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探究課題

の一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時のねらい  ６年生の総合的な学習の時間で付けたい力について，これまでの学習から自分たち

に付いた力や課題として残っていることを振り返り話し合う活動を通して，過去の経

験を根拠に自分たちの成長を捉え，多面的に考えることができる。 

評価規準    ６年生の総合的な学習の時間で付けたい力について，過去の経験を根拠に自分たち

の成長を捉え，多面的に考えている。 

具体的な児童の姿  「５年生の時は，大分市美術館に豊後絞り作品を展示してもらって多くの人に

豊後絞りの魅力を伝えられたから，６年生では，さらに『伝える力』を高め

て，学習したことをより多くの人に広められるようになりたい。」 

          「これまでは，各クラスでやりたいことを考えて学習してきたけど，今年は６

年生全員で協力して『自分たちの力でやり遂げる力』をつけたい。」 

 

めあて 

これまでの総合での学習を振り返り，６年生で付けたい力を考えよう。 



 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．課題をもとに，６年生で

付けたい力や学習内容を決

める時に大切にしたい視点

を考え，出し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．本時の振り返りを行う。 

るようにする。 

・付いた力（○），課題（△）を表に整理して板書

し，違いを捉えられるようにする。 

・近くに座っている，以前同じクラスだった友だち

と相談することで，より具体的に考えられるよう

にする。 

 

○板書に位置付けた課題（△）を全体で共有し，そ

れをもとに６年生で付けたい力や学習内容を決

める時に大切にしたい視点を考えるようにする。 

・全学年までの課題を根拠に「６年生では○○な力

を付けたい。なぜなら，これまでは～だったか

ら。」「５年生までに付けてきた力だけど，さらに

高めたい。なぜなら，～だから。」など，理由を

明確に具体的なエピソードで語るようにする。 

◎６年生の総合的な学習の時間で付けたい力につ

いて，過去の経験を根拠に話し合っている。 

〈発言分析〉 

 

○本時の振り返りをノートにまとめるようにする。 

・本時，自分が考えたことや友だちの話を聞いて考

えたことを振り返り，今後にどう繋げていけばよ

いかを考えるようにする。 

・本時に考えた６年生で付けたい力をつけるため

に，どのような活動が適しているか（どのような

活動ができそうか）も考えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎６年生の総合的な学習の時間で付けたい力につ

いて，過去の経験や友だちとの話し合いを根拠に

記述している。        〈記録分析〉 

〈予想される児童の振り返り〉 

・５年生の時は，大分市美術館に豊後絞り作品を展

示してもらって多くの人に豊後絞りの魅力を伝

えられたから，６年生では，さらに『伝える力』

を高めて，学習したことをより多くの人に広め

られるようになりたい。 

・これまでは，各クラスでやりたいことを考えて学

習してきたけど，今年は６年生全員で協力して

『自分たちの力でやり遂げる力』をつけたい。 



５．本時の指導（２／７０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 児童の活動 
○指導及び・留意点 ◎評価（方法） 

※支援を要する児童への手立て 
準備物 

5 分 

 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

 

２．学習内容とそれを決める

ための視点をマトリクス

に位置付ける。（個人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の見通しをもつことができるようにする。 

・前時に決まった，６年生の総合で付けたい力を付

けるための活動について，理由を明確にして決め

ていくことを確認する。 

 

 

 

○まだ学習したことのない探究課題と前時に決ま

った今年の総合で付けたい力を付けるために大

切にしたい学習内容を選ぶ視点をマトリクスに

位置付ける。 

・まずは，個人でロイロノートの思考ツール（マト

リクス）を使い，視点をもとに学習内容を選んで

いく。 

・なぜそれを選んだのか，具体的に理由も書くよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロイロノ

ートの思

考ツール

（マトリ

クス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時のねらい  ６年生の総合的な学習の時間で付けたい力を付けるための活動案について，学習内

容を決める時に大切にしたい視点をもとに思考ツール（マトリクス）を使って比較し

ながら整理することを通して，理由を明確にして選ぶことができる。 

評価規準    ６年生の総合的な学習の時間で付けたい力を付けるための活動案について，理由を

明確にして選んでいる。 

具体的な児童の姿  「最近地震や自然災害が多いから，防災の学習だったら，学んだことを家族や

地域の人などより多くの人に伝える必要があると思う。誰かの役に立てる

し，『伝える力』をさらに伸ばすことができると思う。」 

「別府には APU があって外国人がたくさん住んでいるから，外国語の授業で

学んだことを活かして，国際理解の学習をするのもいいなと思う。１クラス

では難しくても，学年全員で協力したら何か自分たちにもできることがある

と思う。」 

 

めあて 

６年生で付けたい力を付けるための活動を選ぼう。 

〈予想される児童の考え〉 

 自分の力を高

められるか 

人の役に立つ

か 

自分たちの力

でできるか 

身近な

課題か 

国際理解 ○   ○ 

福祉 ○ ○   

安全 ○ ○ ○  

防災 ○ ○ ○ ○ 

生命 ○   ○ 

 



15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

 

３．個人の考えを全体で共有

し，グループでそれをも

とに根拠をもって話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．グループで話し合ったこ

とを出し合い，全体で共有

する。 

 

 

 

 

 

５．本時の振り返りを行う。 

○個人で考えたことをロイロノートで共有する。そ

れをもとにグループ内で自分の考えを出し合い，

思考ツール（マトリクス）を使って根拠をもって

話し合うようにする。 

・班ごとに，具体的な理由を話し合いながら，視点

に合う学習内容を選び，ホワイトボードに位置付

けるようにする。 

・必要に応じて出てきた意見を付箋に書いてホワ

イトボードに貼るようにする。（視点に合う理由

は青い付箋・視点に合わない理由は赤い付箋に書

く） 

◎６年生の総合的な学習の時間で付けたい力を付

けるための活動について，理由や根拠をもとに話

し合っている。         〈発言分析〉  

 

○グループで１～２個に焦点化できた学習内容を

出し合い，全体で話し合いながら焦点化するよう

にする。 

・各グループで〇が多くついた学習内容を出し合

い，なぜそう考えたのか理由や根拠を説明する。 

・２組の案として，どの学習内容が良いか選ぶよう

にする。 

 

○本時の振り返りをノートにまとめるようにする。 

・本時，自分が考えたことや友だちの話を聞いて考

えたことを振り返り，今後にどう繋げていけばよ

いかを考えるようにする。 

・本時に選んだ学習内容でどのような活動ができ

そうか，またその活動でどのような力が付きそう

かも考えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイト

ボード 

思考ツー

ル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲示用思

考ツール

（マトリ

クス） 

〈予想される児童の振り返り〉 

・最近地震や自然災害が多いから，防災の学習

だったら，学んだことを家族や地域の人など

より多くの人に伝える必要があると思う。誰

かの役に立てるし，『伝える力』をさらに伸ば

すことができると思う。 



 

 

 

 

 

 

 

◎６年生の総合的な学習の時間で付けたい力を付

けるための活動について，理由や根拠をもとに話

し合ったことを記述している。   〈記録分析〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・別府には APU があって外国人がたくさん

住んでいるみたいだから，外国語の授業で

学んだことを活かして，国際理解の学習を

するのもいいなと思う。１クラスでは難し

くても，学年全員で協力したら何か自分た

ちにもできることがあると思う。 



６．次時の指導（３／７０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 児童の活動 
○指導及び・留意点 ◎評価（方法） 

※支援を要する児童への手立て 
準備物 

5 分 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

 

２．各クラスで焦点化したも

の（マトリクス）を共有す

る。 

 

 

３．各クラスで焦点化したも

のを全体で焦点化して決

定する。 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の見通しをもつことができるようにする。 

・第１時に決まった，６年生の総合で付けたい力を

付けるための活動について，理由を明確にして決

めていくことを確認する。 

 

 

 

○各クラスで視点をもとに話し合った結果を板書

に位置付け，どのような話し合いになったかを出

し合う。 

・1 組から理由や根拠をもとに考えを出し合う。 

 

○各クラスで１～２個に焦点化できた活動を出し

合い，全体で話し合いながら，焦点化するように

する。 

・クラスで意見が分かれた場合，学習内容を決める

時に大切にしたい視点を再度確認し，その視点を

もとに話し合う。 

◎６年生の総合的な学習の時間で付けたい力を付

けるための活動について，理由や根拠をもとに話

し合っている。         〈発言分析〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラス

の掲示用

思考ツー

ル（マト

リクス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時のねらい  ６年生の総合的な学習の時間で付けたい力を付けるための活動について，学習内容

を決める時に大切にしたい視点をもとに各クラスで話し合ったことを共有したり，学

習内容に関する身近な出来事を振り返ったりすることを通して，理由を明確にして決

めることができる。 

評価規準    ６年生の総合的な学習の時間で付けたい力を付けるための活動について，理由を明

確にして決めている。 

具体的な児童の姿  「３クラスとも，防災がいいのではないかという意見が出た。確かに，この前

も深夜に大きな地震があったから，災害に備えるための学習は，自分だけで

なく家族や地域の人のためにもなると思う。」 

「今後３０年以内に起こる地震の確率を知って驚いた。大分市は確率が高かっ

たけど，私は何も備えていないと思った。命を守るために備えが必要だとい

うことを，いろんな人に伝えたい。」 

 

めあて 

６年生で付けたい力を付けるための活動を決めよう。 



15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．災害に関するデータを見

て，防災学習についての

考えをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 本時の振り返りを行う。 

 

 

○学習内容は防災がいいのではないかという考え

が出たところで，身近な自然災害について想起す

るようにする。 

・数年前の熊本・大分地震や先日の夜中に起こった

地震など身近な自然災害を出し合うようにする。 

・自宅での災害への備えについて尋ねた上で，今後

３０年以内に震度６弱以上の地震が起こる確率

を示したデータを見るようにする。 

・九州内では，大分市で地震が起こる確率が高いこ

とを知った上で，防災について考えたことを近く

の友だちと話し合うようにする。 

 

○本時の振り返りをノートにまとめるようにする。 

・本時，自分が考えたことや友だちの話を聞いて考

えたことを振り返り，今後にどう繋げていけばよ

いかを考えるようにする。 

・本時に決めた学習内容でどのような活動ができ

そうか，またその活動でどのような力が付きそう

かも考えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎６年生の総合的な学習の時間で付けたい力を付

けるための活動について，理由や根拠をもとに話

し合ったことを記述している。   〈記録分析〉 

スライド

資料 

 

 

〈予想される児童の振り返り〉 

・３クラスとも，防災がいいのではないかという意見

が出た。確かに，この前も深夜に大きな地震があっ

たから，災害に備えるための学習は，自分だけでな

く家族や地域の人のためにもなると思う。 

・今後３０年以内に起こる地震の確率を知って驚い

た。大分市は確率が高かったけど，私は何も備えて

いないと思った。命を守るために備えが必要だとい

うことを，いろんな人に伝えたい。 



附属小 ６年 ２組 総合的な学習の時間 年間指導計画（７０時間） 

探究課題 防災のための安全なまちづくりとその取組 

単元名 守ろう，自分やみんなの命！危機回避，防災プロジェクト 

単元の目標 
防災のための安全なまちづくりを目指した活動を通して，地域の防災とそれに携わる人々や組織について理解し，自分たちの地域の防災の在り方について考えるとともに，自分たちの生活を防災の視点から見直し実践しよ

うとするようにする。 

年 

間 

計 

画 

（４月） （５月） ６月 ７月 ８・９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

（小単元１のめあて） 

地震や津波などの災害から命を守るため

の避難方法を考えよう（１７時間） 

（小単元２のめあて） 

安全マップを作って，全校のみんなに知らせよう 

（１８時間） 

（小単元３のめあて） 

地域の人々の命を守るために，自分たちが防災名人になろう 

（３０時間） 

（小単元４のめあて） 

防災名人として、自分たちが考えたことを地域の人たちに

発信しよう（１５時間） 

学習活動 
育成を目指す

資質・能力 
学習活動 

育成を目指す資

質・能力 学習活動 
育成を目指す 

資質・能力 
学習活動 育成を目指す資質・能力 

 

【導入】 

・日本で起きた自然災害や大分市

の地震発生確率を知ることで，

自然災害や防災に対する危機

感をもたせる。 

 

【課題の設定】 

・避難訓練の様子や過去の地震や

津波など災害の情報等から，自

分たちの命を守るために課題

を設定する。 

 

【情報収集】 

・地図上で避難経路を確かめた

り，ハザードマップ等で地域の

現状を捉えたりして情報を集

める。 

◆ハザードマップや地図で調べ

る。 

 

【整理・分析】 

・調べて分かったことを整理す

る。 

◆自分たちに関わりがあること

を整理する。 

 

 

【まとめ・表現】 

・情報収集で整理したことをノー

トにまとめる。 

 

【振り返り・知の更新】 

◆自分たちに関わりのある自然

災害や防災が分かったぞ。 

◆この知識を生かして，まずは自

分たちが実践していこう。 

◆学んだことを全校のみんなに

も伝えたいな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の関心から

課題を設定して

いる。（B-①） 

 

 

 

地図やハザード

マップから必要

な情報を収集し

たり蓄積したり

している。（B-

②） 

 

 

集めた情報を比

較・分類・関連

付けなどして具

体的な内容を決

めている。（B—

③） 

 

目的に応じてノ

ートにまとめて

いる。（B—④） 

 

学習したことを

振り返り，次の

課題につなごう

としている。（B

—⑤） 

 

【課題の設定】 

・どのような安全マップを作れば全校

のみんなの役に立つのか考え，課題

を設定する。 

◆学んだことを全校のみんなにも伝

えたいな。 

◆命に関わることだから，正しい情報

を伝えたいな。 

 

【情報収集】 

・専門家のアドバイスを生かした現地

調査を行い，安全マップに必要な情

報を集める。 

◆防災の専門家（大分大学：川田先生）

に話を聞く。 

◆地域の防災士の方に話を聞く。 

◆現地調査を行う。 

 

【整理・分析】 

・現地調査をして分かったことを整

理・分析する。 

◆身近な危険な場所 

◆身近な避難所 

◆避難ルート 

 

【まとめ・表現】 

・自分たちで決めた内容を安全マップ

にまとめる。 

 

 

 

 

【振り返り・知の更新】 

◆全校のみんなにも防災の大切さを

伝えられたぞ。 

◆大切さは分かったけど，自分の家で

は災害対策はできているのかな。 

 

 

小単元１での振り

返りや自分の関心

から課題を設定し

ている。（B-①） 

 

 

 

 

 

専門家や身近な人

から必要な情報を

収集したり蓄積し

たりしている。（A—

②，B—②） 

 

 

 

 

 

集めた情報を比

較・多面的に検討す

るなどして具体的

な安全マップの内

容を決めている。（A

—①，B—③） 

 

自分たちで決めた

内容を相手や目的

に応じてまとめ，安

全マップを作成し

ている。（B—④） 

 

学習したことを振

り返り，次の課題に

つなごうとしてい

る。（B—⑤） 

 

【課題の設定】 

・地域の人々の命を守るために，自分たちが防

災名人になろうと，課題を設定する。 

◆自分の家の防災は完璧かな。 

◆自分たちがすべき対策を探って行きたいな。 

 

【情報収集】 

・防災意識に関するアンケート，未然の備えや

避難後の生活について情報を集める。 

◆家族などの身近な人に聞く。 

◆本やインターネットなどで調べる。 

◆大分市役所（防災危機管理課）の方に話を聞

く。 

◆防災の専門家（大分大学：川田先生）に話を

聞く。 

 

【整理・分析】 

・アンケート調査や調べた結果を整理・分析す

る。 

◆十分な対策と不十分な対策の整理 

◆十分な対策が行われていない背景を分析 

 

 

【まとめ・表現】 

・防災意識を高めるための安全マップの活用方

法や，命を守るための取組について，視点を

決めて考えをまとめる。 

 

 

【振り返り・知の更新】 

◆専門家の先生に教えてもらえてよかった。や

っぱり専門家の先生はすごいな。 

◆自分の家の防災は完璧だ。家族の防災意識も

高まったよ。 

◆地域の人たちの防災意識はどうかな。 

◆地域の人たちのためにできることはないか

な。 

 

 

小単元２での振り返りや自分の関

心から課題を設定している。（B-

①） 

 

 

 

目的に応じた方法・手段で必要な

情報を収集したり蓄積したりして

いる。（A-②，B—②） 

 

 

 

 

 

 

 

集めた情報を比較・多面的に検討

するなどして地域住民の防災意識

を高めるための具体的な活動を決

めている。（A—①，B—③，） 

 

 

 

自分たちの生活を見直し，自分の

考えを分かりやすくまとめてい

る。（B—④，C—②） 

 

 

 

学習したことを振り返り，次の課

題につなごうとしている。（B—⑤） 

 

【課題の設定】 

・地域の人々の命を守ったり，防災

意識を高めたりするための課題

を設定する。 

◆自分たちがこれまでに学習した

知識を生かして地域の人の役に

立ちたいな。 

 

【情報収集】 

・情報発信の在り方について，専門

家から話を聞いたり，自分たちで

調べたりして情報を収集する。 

◆新聞社の方に話を聞く。 

◆テレビ局の方に話を聞く。 

◆自分たちの経験を思い出したり

実現可能な方法を出し合ったり

する。 

 

【整理・分析】 

・発信する相手を焦点化して，その

人々にあった防災意識を高める

ための内容を整理・分析する。 

◆災害の危険性，地域の現状 

◆未然の備え 

◆避難後の生活 

 

【まとめ・表現】 

・家族や地域の方に向けて，自分た

ちの学習成果を発信する。 

 

【振り返り】 

◆地域の方にも，自然災害への備え

を伝えられたよ。 

◆地域の方に聞いたら，早速実践し

てくれたよ。 

◆自分の力を地域の方のために使

えて嬉しいな。 

◆もし災害が起こっても，自分の持

っている知識や行動力を生かし

たいな。 

 

 

小単元３での振り返りや自分の関

心から課題を設定している。（B-①） 

 

 

 

 

 

 

目的に応じた方法・手段で必要な情

報を収集したり蓄積したりしてい

る。（B—②，C—③） 

 

 

 

 

 

 

 

集めた情報を比較・多面的に検討す

るなどして地域住民の防災意識を

高めるために伝える内容を決めて

いる。（B—③，C—②） 

 

 

 

 

相手や目的に応じて，防災意識を高

めるために伝えたいことを表現し

ている。（B—④，C—①） 

 

学習したことを振り返り，今後の自

分自身の生活に生かそうとしてい

る。（A—③，B—⑤，C-③） 

 

 

 

 

 

期待される概念的な知識（連携性）：過去の災害から地域の人々が学んだ知識や経験を知るとともに，地域の人々の命を守るため，災害発生時にはそれぞれの立場や状況に応じて

行動している人がいることや，互いに協力して災害の防止に努めていることを理解する。 

 



 


